




Family Problems in the Modern Society of Japan 



















































































































































































































































































































































































































































































































































? 期　待　と　現　実 （夫） （妻） 自　己　　認　　知
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　りのまないでもらいたい」と期待に対して，現笑には「非常によく飲む」という評価をしているの
で分母1点，分子2点となり100を乗じると100を越える数字がでたもので調査上の問題があるが，
ここでは100とした。）
　全体的な傾向からみるならば，夫から妻に対する期待はずれ指数7，妻から夫に対して20である
から30を基準にして考えれば，一般的な適応としては問題はない，とみることができる。しかし，
核家族が夫婦がダイアッドな関係の役割からはじまる，近代化の要素がどのように機能しているか
を考えれば，いくつかの間題を内在している。
　家族構成からもみたように，十日田丁市でいわゆる核家族といえるのは，谷内丑・春日町というよ
うに十日町市街周辺の人口集中地区であって，他は直系家族の併存しているという前提で，このデ
ーターを分析してみる必要がある。
（1）夫の期待はずれ指数が7であるのに対して妻の指数が20である。妻の夫に対する期待瀕まるか
　に高い。ほぼ3倍であるということは，夫が祉会・職場・家族という三領域の役割を適応させた
　結果であるのか，あるいは「家」制度的な固定された夫（それは戸主あるいは世帯主）中心の夫
　1唱婦随型であるのか，あるいはあきらめとみるか，かなり今後の動向を示唆している。妻の側か
　らみた揚合3倍の期待が現実にある。これは，夫の三領域の期待に対して妻の期待が家族の領域
　に全期待をかけている数字であるか，あるいは妻の愚痴とみるか，とにかくわが国ではあまり問
　題にされていない夫婦の関係と役割に関心を払うべき点がある。
（2｝夫の側における期待はずれ指数の差の地域差は大きくはみられないが，妻の側における山間地
　（当間・細尾・小泉）と市街地（本町・春日町）の差がみられる。これは家族講成の差というよ
　りも地域の差ということになろう。これを市街地における妻の主体性と役割の認識とみることが
　できるかどうか。都市化即ち近代化のみることができるかどうか。
㈲　地域性がみられると同時に，項目によっては，　「夫の親たちと自分たち夫婦」については山間
　地と本町における妻の期待が高いことがわかるe直系家族における姑の関係のあることが指摘で
　きるe「妻の家事のやり方に対する干渉」という点でもほぼ同程度の指数があらわれている。
（4｝各地域とも指数の30を越えているものをみると，　「家事の分担」63，　「妻の家事のやり方に対
　する干渉」49，　「仕事のために家庭生活を犠牲」42，　「夫の親と自分たち夫婦」39，でいわゆる
　家庭生活そのものに対する妻の期待の高いことがわかる。この点では夫の自己認知もかなり高い
　指数であることからみて，妻の負担としての問題のあることを示している。
（5）いずれにせよ核家族化の進行からみられるとすると，マイホーム型であるとか，ないとかに拘
　らず，夫婦ダイアッドの関係で夫の役割分担が問題にされてくるだろうし，その傾向はまず，市
　街地の本町・春日町にみられる事実は今後の家族像の方向として大きなウエートのかかることを
　示すものであるろうe
　夫婦の役割」期待はずれのまとめとして，　「趣昧や娯楽の不一致」をとりあげておく。夫婦の期
待はずれ指数の両者共通に高いものとして「趣味や娯楽の不一致」夫28・妻56とある。これは一致
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してもよし，一致しなくともよいものであるが，離婚原因として「性格の相違」の多いのにも通ず
るものとして考えられるとすれば，家族像の方向の手がかりとなるe核家族が夫婦の相互行為によ
る集団生活として全般的な社会講造として新しい関係で安定性をもっことができるかという問題に
でもなる。夫婦がまず個人的要求を相互に充足し合う（趣味や娯楽の一致あるいは性格の一致）そ
れは完全に充足し合えるものか，あるいは互に受容し合えるものか，あるいは許容し合えるもので
あるか，それぞれの限界の巾の問題が，夫婦の相互行為による相互関係の距離と間隔をきめるtと
になろうeそれは従来のr家」制度による斉一単一のものではなく複数の要素のバラソスの問題で
ある。
　そこには，まず男性・女性の個人的欲求の充足の確認が行なわれ，それを互に充足し合えるもの
であるかどうかの問題がある。完全に一致しなくとも受容し得るか，あるいは許容し得るか・それ
ぞれの夫婦のダイアッドな関係と，さらに夫婦をめぐる親子のダイナミックな家族集団のなかで・
適応・調整・統合の日常化が可能であるかどうかという問題になる。それは・家族の近代化から現
代化に通ずる核家族化の可能性の問題である。現代日本の家族を十日町市の実態を通して考えてみ
たD：，現代日本の家族が，直系家族と核家族を全休社会としては併存しているという認識のもとに
核家族化を論じなければならないし，家族構造の変化と機能の変化を分離して核家族化を論ずるこ
とはできない。核家族化が今後の方向であるにしても，「制度より関係へ」を現実に定着させるも
のがなければ，家族の近代化・現代化は実現しない。
　　註
工）山手茂r現代日本の家族と家庭』，菊地幸子r家族関係の社会学』，松原治郎r現代日本の社会学』などのと
　りあげ方は参考になる。
2）　Murdck，　Social　Structure、　p．12
3）山室周平・姫岡勤共編r現代家族の社会学』p203
4）松原治郎『社会学研究入門』p．55
5）富永健一r社会変動の理論』P・170
6）兼子宙編『家庭の人間関係』P・77
7）小山隆編『現代家族の役害ll構造』
8）具体的にはつぎのように計箕する。
　　例えば，夫から妻に対して「家計のやりくり」にっいて1期待にっいては
　　　　　　　1　　　　　　　　　2　　　　　　　　　3　　　　　　　　　4　　　　　　　　　5
　　　　驚凝あ婆癖憩欝らとも云え蟄蕊くなく書簿くなく
　のいずれかに評価してもらい，〈1非常に……〉にマルを付したものは2点〈2かなり……〉にマルを付し
　たものは1点，に換算する（〈3どちらとも云えない〉〈4余り……なくともよい〉〈5全く……なくとも
　よい〉は期待のないものとして点数は与えない）。現実については
　　　　　　　1　　　　　　　　　2　　　　　　　　　3　　　　　　　　　4　　　　　　　　　5
　　　　夢ド常にうまい　　　かなりうまい　　　どちらとも云え．　余りうまくない　　全くうまくない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない
　のいずれかに評価してもらい，〈5全く……ない〉にマルを付したものは2点・〈4余り……ない〉にマルを
　付したものは1点に換算する（〈3どちらとも云えない〉，〈2かなり……よい〉、〈1非常・・＿．よい〉は
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期待が充足されているものとして点数は与えない）。
実躍蕪灘灘蒲：董1：1こ窺菱雛漂勲1姦謹難期待と現
　本調査では各項目の評側の換算を地域毎の入数を乗じて計算して，ダイアッドの夫婦の期待はずれよ珍，地域
・による夫婦の一般的期待はずれをとりあげた。
